
編
４
第

-14- 

 

環境分野別施策 

 

 

2050 年までの温室効果ガスの実質排出量ゼロに向けて、「自然エネルギー」や「森林資源」を最大

限活用しながら、エネルギーを「つくる」、「ためる」、「かしこくつかう」の取組が効果的かつ効率的に

図られた、持続可能な脱炭素社会の構築を目指します。 

気候変動面では、本県においても、平均気温の上昇やソメイヨシノの開花日が早まるなど、身近な

ところに影響が現れてきており、今後、自然災害や人々の健康など、将来世代にわたる影響が強く懸

念されていることから、各分野の気候変動の影響による被害を回避･軽減する対策を検討･推進しま

す。 

 

 

森林の有する木材生産や県土の保全、自然環境の保全などの多面的機能を将来にわたって持続

的に発揮し続ける社会の実現に向けて、森林と人とが良好な関係を築きながら、森林が県民の貴重

な財産として引き継がれていくことを目指します。 

奈良県フォレスターを推進力に、森林の４機能（防災、森林資源生産、生物多様性保全、レクリエ

ーション）を高度に発揮させるため、本県独自の新たな森林環境管理制度の推進を図ります。 

 

 

生物多様性の保全と再生の推進を図り、本県の豊かな自然環境を将来の世代に継承するため、

「生物多様性なら戦略」に基づき、施策を推進します。特に３つの目標として、「生物多様性の主流

化」、「生物多様性の保全と再生」、「生態系サービスの持続可能な利用」を掲げ、県民、民間団体、

企業や教育・研究機関等と連携・協働して生物多様性の保全・再生の推進を図ります。 

 

 

｢ものを大切にする｣意識をさらに醸成しながら、廃棄物対策の取組を通して、天然資源の消費が

抑制され、環境への負荷が低減される循環型社会の構築を目指します。 

また、これまで県と市町村が連携して進めてきた各種取組を継続・発展させながら、奈良県の地域

特性に適した 3R等を促進することにより、さらなる「ごみの減量化」に向けて多様な主体による積極的

な実践活動の普及・拡大を図ります。 

 

 

私たちの身の回りを取り巻く生活環境（水環境、大気環境、悪臭・騒音、土地利用など）は、県民の

くらしに直結する重要な基盤です。そのため、これらの保全や改善の取組を推進するとともに、地域

に根差した歴史文化遺産や豊かな自然環境などの保全を進めることで、県民一人ひとりが心身とも

健康で、快適に過ごすことができる環境を確保します。 

  

Ⅰ 脱炭素社会の構築 

Ⅱ 森林環境の維持向上 

Ⅲ 生物多様性の保全・再生 

Ⅳ 循環型社会の構築 

Ⅴ 地域環境の保全 
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第第４４編編  環環境境･･経経済済･･社社会会のの統統合合的的向向上上にに向向けけたた横横断断的的視視点点 
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第第４４編編  環環境境･･経経済済･･社社会会のの統統合合的的向向上上にに向向けけたた横横断断的的視視点点  

気気候候変変動動、、生生物物多多様様性性のの損損失失、、汚汚染染とといいっったた環環境境問問題題はは、、そそれれぞぞれれのの課課題題がが相相互互にに深深くく関関連連しし、、

社社会会経経済済活活動動ににもも大大ききなな影影響響をを与与ええてていいまますす。。ここののよよううなな状状況況下下でで、、環環境境･･経経済済･･社社会会のの統統合合的的向向上上

をを図図りり、、持持続続可可能能なな社社会会をを実実現現すするるたためめににはは、、社社会会･･経経済済ととのの関関係係性性もも踏踏ままええたた分分野野横横断断的的なな視視点点をを

持持ちち、、環環境境施施策策のの取取組組をを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

そそここでで以以下下のの横横断断的的視視点点をを定定めめまますす。。ここのの視視点点をを踏踏ままええ、、分分野野別別のの施施策策をを統統合合的的にに実実施施すするるこことと

でで、、相相乗乗効効果果（（シシナナジジーー））のの発発揮揮をを図図りりまますす。。  

 

 

 

（（１１））環環境境をを守守りり、、災災害害かかららもも守守るる取取組組のの推推進進  （（災災害害××環環境境）） 

  

森森林林やや里里地地･･里里山山ななどどのの自自然然環環境境のの保保全全やや土土地地のの適適正正なな管管理理をを図図るるここととでで、、風風水水害害、、土土砂砂災災害害、、

地地震震ななどどのの災災害害リリススククにに対対応応すするるととととももにに、、平平時時かからら緊緊急急時時ににもも利利用用可可能能ななエエネネルルギギーー確確保保やや災災害害廃廃

棄棄物物処処理理対対策策ななどどのの応応急急対対策策にに取取りり組組むむここととでで、、環環境境をを守守りりつつつつ、、災災害害にに強強いい地地域域づづくくりりをを進進めめまま

すす。。 

 

（（２２））気気候候変変動動へへのの適適応応  （（気気候候変変動動（（適適応応））××環環境境）） 

  

  県県内内でで確確認認さされれてていいるる気気候候変変動動にによよるる「「現現在在のの影影響響」」及及びび「「将将来来懸懸念念さされれるる影影響響」」ににつついいてて、、各各分分野野

（（農農業業・・林林業業・・水水産産業業、、水水環環境境・・水水資資源源、、自自然然生生態態系系、、自自然然災災害害、、健健康康、、産産業業経経済済活活動動））毎毎にに情情報報をを整整

理理しし、、そそのの影影響響にに適適応応すするるたためめのの対対策策をを講講じじまますす。。ななおお、、「「現現在在のの影影響響」」及及びび「「将将来来懸懸念念さされれるる影影響響」」

にに関関ししててはは、、気気候候変変動動適適応応セセンンタターーににおおいいてて最最新新のの科科学学的的知知見見のの収収集集･･整整理理･･分分析析にに努努めめ、、情情報報発発

信信及及びび事事業業者者等等へへのの技技術術的的助助言言をを行行ううここととでで、、適適応応策策ののささららななるる促促進進にに繋繋げげまますす。。  

  

（（３３））人人のの健健康康やや自自然然環環境境をを脅脅かかすす化化学学物物質質等等にによよるる環環境境汚汚染染のの防防止止  （（汚汚染染××環環境境））  

  

化化学学物物質質ややママイイククロロププララススチチッックク等等にによよるる環環境境汚汚染染のの未未然然防防止止及及びび環環境境負負荷荷のの低低減減にに向向けけ、、事事業業

者者等等ににおおけけるる化化学学物物質質等等のの適適正正なな使使用用やや管管理理、、排排出出削削減減のの促促進進やや流流出出防防止止対対策策をを推推進進すするるとととともも

にに水水･･大大気気環環境境等等ののモモニニタタリリンンググをを着着実実にに進進めめるるここととでで、、安安全全なな生生活活環環境境とと自自然然環環境境のの保保全全をを図図りりまま

すす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

１. 安全な暮らしを『守る』 
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第第４４編編  環環境境･･経経済済･･社社会会のの統統合合的的向向上上にに向向けけたた横横断断的的視視点点  

気気候候変変動動、、生生物物多多様様性性のの損損失失、、汚汚染染とといいっったた環環境境問問題題はは、、そそれれぞぞれれのの課課題題がが相相互互にに深深くく関関連連しし、、

社社会会経経済済活活動動ににもも大大ききなな影影響響をを与与ええてていいまますす。。ここののよよううなな状状況況下下でで、、環環境境･･経経済済･･社社会会のの統統合合的的向向上上

をを図図りり、、持持続続可可能能なな社社会会をを実実現現すするるたためめににはは、、社社会会･･経経済済ととのの関関係係性性もも踏踏ままええたた分分野野横横断断的的なな視視点点をを

持持ちち、、環環境境施施策策のの取取組組をを進進めめるる必必要要ががあありりまますす。。  

そそここでで以以下下のの横横断断的的視視点点をを定定めめまますす。。ここのの視視点点をを踏踏ままええ、、分分野野別別のの施施策策をを統統合合的的にに実実施施すするるこことと

でで、、相相乗乗効効果果（（シシナナジジーー））のの発発揮揮をを図図りりまますす。。  

 

 

 

（（１１））環環境境をを守守りり、、災災害害かかららもも守守るる取取組組のの推推進進  （（災災害害××環環境境）） 

  

森森林林やや里里地地･･里里山山ななどどのの自自然然環環境境のの保保全全やや土土地地のの適適正正なな管管理理をを図図るるここととでで、、風風水水害害、、土土砂砂災災害害、、

地地震震ななどどのの災災害害リリススククにに対対応応すするるととととももにに、、平平時時かからら緊緊急急時時ににもも利利用用可可能能ななエエネネルルギギーー確確保保やや災災害害廃廃
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（（２２））気気候候変変動動へへのの適適応応  （（気気候候変変動動（（適適応応））××環環境境）） 

  

  県県内内でで確確認認さされれてていいるる気気候候変変動動にによよるる「「現現在在のの影影響響」」及及びび「「将将来来懸懸念念さされれるる影影響響」」ににつついいてて、、各各分分野野
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にに関関ししててはは、、気気候候変変動動適適応応セセンンタターーににおおいいてて最最新新のの科科学学的的知知見見のの収収集集･･整整理理･･分分析析にに努努めめ、、情情報報発発

信信及及びび事事業業者者等等へへのの技技術術的的助助言言をを行行ううここととでで、、適適応応策策ののささららななるる促促進進にに繋繋げげまますす。。  

  

（（３３））人人のの健健康康やや自自然然環環境境をを脅脅かかすす化化学学物物質質等等にによよるる環環境境汚汚染染のの防防止止  （（汚汚染染××環環境境））  

  

化化学学物物質質ややママイイククロロププララススチチッックク等等にによよるる環環境境汚汚染染のの未未然然防防止止及及びび環環境境負負荷荷のの低低減減にに向向けけ、、事事業業

者者等等ににおおけけるる化化学学物物質質等等のの適適正正なな使使用用やや管管理理、、排排出出削削減減のの促促進進やや流流出出防防止止対対策策をを推推進進すするるとととともも

にに水水･･大大気気環環境境等等ののモモニニタタリリンンググをを着着実実にに進進めめるるここととでで、、安安全全なな生生活活環環境境とと自自然然環環境境のの保保全全をを図図りりまま

すす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

１. 安全な暮らしを『守る』 
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（（１１））環環境境にに配配慮慮ししたた地地域域資資源源のの活活用用にによよるる再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用拡拡大大  （（エエネネルルギギーー××環環境境））  

  

地地域域環環境境ととのの調調和和等等にに配配慮慮ししたた上上でで、、地地域域資資源源をを活活用用ししたた再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの導導入入をを進進めめまま

すす。。ささららにに、、蓄蓄電電池池･･水水素素等等をを活活用用すするるここととでで、、再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用拡拡大大及及びび地地産産地地消消にに加加

ええ、、レレジジリリエエンンスス向向上上（（緊緊急急時時ののエエネネルルギギーー対対策策））をを目目指指ししまますす。。  

  

（（２２））地地域域資資源源をを活活かかししたた活活力力創創出出  （（地地域域資資源源××環環境境））  

  

先先人人たたちちのの営営みみにによよりり受受けけ継継ががれれててききたた歴歴史史文文化化遺遺産産やや森森林林、、田田園園・・里里山山風風景景ななどどのの保保全全・・再再生生

やや生生物物多多様様性性のの増増進進をを図図りりまますす。。そそのの上上でで、、ここれれららのの資資源源をを活活用用ししたた景景観観づづくくりりをを進進めめ、、エエココツツーーリリズズ

ムム・・ググリリーーンンツツーーリリズズムムをを促促進進すするるととととももにに、、ＪＪｰーククレレジジッットトのの利利活活用用ななどどにによよりり森森林林資資源源をを持持続続可可能能なな林林

業業のの発発展展へへとと結結びびつつけけ、、地地域域のの活活力力創創出出をを図図りりまますす。。  

  

  

  

（（１１））環環境境にに配配慮慮ししたたラライイフフススタタイイルルへへのの転転換換をを促促すす取取組組のの推推進進  （（ラライイフフススタタイイルル××環環境境））  

  

環環境境問問題題のの多多くくはは、、日日常常生生活活やや事事業業活活動動にに起起因因ししてていいるるここととかからら、、そそのの解解決決にに向向けけててはは、、県県民民一一

人人ひひととりりがが当当事事者者意意識識をを持持ちち、、脱脱炭炭素素社社会会やや循循環環経経済済へへのの移移行行、、ネネイイチチャャーーポポジジテティィブブのの実実現現にに向向

けけ活活動動すするるここととがが重重要要ととななりりまますす。。そそここでで、、環環境境保保全全活活動動をを積積極極的的にに行行っってていいるる団団体体、、企企業業やや学学校校等等

とと連連携携をを図図りりななががらら、、環環境境教教育育･･学学習習をを進進めめるるととととももにに、、ラライイフフススタタイイルル転転換換をを後後押押ししすするる仕仕組組みみづづくくりり、、

各各種種イイベベンントト等等をを通通ししたた普普及及啓啓発発にに取取りり組組みみまますす。。  

  

（（２２））環環境境へへのの取取組組をを通通じじたた地地域域づづくくりりのの推推進進  （（地地域域ココミミュュニニテティィ××環環境境））  

  

人人口口減減少少やや少少子子高高齢齢化化ななどどにによよりり地地域域ココミミュュニニテティィのの連連携携がが弱弱ままるる中中、、森森林林等等のの荒荒廃廃やや野野生生動動植植

物物のの生生息息･･生生育育環環境境のの劣劣化化ななどど環環境境面面へへのの影影響響もも懸懸念念さされれまますす。。ここううししたた中中でで、、環環境境保保全全のの取取組組をを地地

域域ののつつななががりりをを強強めめるる基基盤盤ととしし、、多多様様なな主主体体がが互互いいにに連連携携･･協協力力すするるパパーートトナナーーシシッッププのの形形成成のの促促進進

及及びび自自主主的的なな実実践践活活動動をを誘誘発発すするるここととでで持持続続可可能能なな地地域域づづくくりりをを目目指指ししまますす。。  

  

（（３３））環環境境にに配配慮慮ししたた企企業業経経営営のの促促進進  （（企企業業××環環境境））  

  

企企業業がが環環境境やや社社会会にに配配慮慮ししたた上上でで、、持持続続的的にに成成長長すするるここととはは、、地地域域のの経経済済基基盤盤をを強強化化すするるとととともも

にに、、環環境境保保全全やや企企業業価価値値のの向向上上ににももつつななががりり、、奈奈良良県県全全体体のの持持続続可可能能性性をを高高めめまますす。。そそののたためめ、、環環

境境ララベベルルのの活活用用ななどど企企業業のの自自主主的的なな環環境境配配慮慮のの取取組組をを促促すすここととでで、、企企業業のの環環境境配配慮慮経経営営をを促促進進しし、、

脱脱炭炭素素社社会会やや循循環環経経済済へへのの移移行行、、ネネイイチチャャーーポポジジテティィブブのの実実現現をを目目指指ししまますす。。  

  

  

２. 自然・歴史資源を『活かす』 

３. 人・地域づくりを通じ『未来へ紡ぐ』 


